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✍ペ
ト
ロ
岐
部
の
生
涯
を
辿
る

　

岐
部
氏
は
、
中
世
国
東
半
島
の
豪
族
で
あ

る
。
い
ま
も
国
東
周
辺
に
は
、
岐
部
姓
が
多

い
。
ペ
ト
ロ
岐
部
の
父
は
ロ
マ
ノ
岐
部
、
母

は
マ
リ
ア
波
多
と
伝
え
ら
れ
る
。
父
母
は
、

浦
辺
地
方
の
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
中

心
人
物
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
の

が
ペ
ト
ロ
岐
部
で
、
天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
に
生
ま
れ
、
洗
礼

名
を
ペ
ト
ロ
と
さ
れ
た
。

　

ペ
ト
ロ
岐
部
は
、
有
馬
の
セ
ミ

ナ
リ
オ
で
勉
強
し
、
十
九
歳
に

な
っ
た
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇�

六
）、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
決
心

を
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

同
宿
と
な
っ
た
。
カ
ス
イ
と
い
う

の
は
そ
の
時
に
つ
け
た
号
と
い
う

が
、
意
味
は
不
明
、
ど
の
よ
う
な

漢
字
を
当
て
る
か
も
解
っ
て
い
な

い
。

　

慶
長
十
九
年
、
宣
教
師
の
国
外

追
放
に
よ
っ
て
マ
カ
オ
へ
行
き
、
一
六
一
八

年
（
元
和
四
）
イ
ン
ド
へ
渡
っ
た
。
そ
こ
か

ら
陸
路
で
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
へ
行
き
、
さ
ら

に
ロ
ー
マ
に
行
っ
た
。
一
六
二
〇
年
十
一
月

十
五
日
、
ロ
ー
マ
で
司
祭
と
な
り
、
同
月

二
十
日
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
。

　

一
六
二
二
年
、
帰
国
の
途
に
つ
き
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
へ
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
一
六
二
五
年

イ
ン
ド
へ
。つ
づ
い
て
マ
カ
オ
へ
渡
っ
た
が
、

日
本
へ
帰
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
一
六
二
七

年
（
寛
永
四
）、
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
に
渡
り
、

二
年
間
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人
町
に
潜
伏
し
て

機
会
を
待
っ
た
が
果
た
せ
ず
、
一
六
二
九
年

に
マ
ニ
ラ
に
移
っ
た
。

　

マ
ニ
ラ
港
口
の
ル
パ
ン
グ
島
か
ら
、
ミ
ゲ

ル
松
田
と
共
に
自
ら
小
船
を
買
っ
て
渡
航
を

企
て
た
の
は
、
一
六
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ

　

ペ
ト
ロ
岐
部
は
、豊
後
国
東
（
く
に
さ
き
）

半
島
出
身
の
邦
人
司
祭
で
あ
る
。
江
戸
時
代

の
初
め
に
、
日
本
人
と
し
て
始
め
て
エ
ル
サ

レ
ム
の
聖
地
を
踏
ん
だ
。

た
。
そ
の
後
台
風
に
遭
っ
て
難
航
し
た
り
し

田
が
、
何
と
か
薩
摩
の
坊
ノ
津
に
上
陸
。
そ

の
後
長
崎
で
迫
害
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
た
め

に
働
き
、
の
ち
に
東
北
地
方
へ
移
っ
た
が
、

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、
仙
台
領
で
逮

捕
さ
れ
た
。
江
戸
に
送
ら
れ
、
将
軍
家
光
の

御
前
で
吟
味
を
受
け
た
。
同
年
七
月
、
古
伝

馬
町
の
牢
屋
敷
で
穴
吊
り
の
拷
問
に
か
け
ら

れ
た
が
、
屈
せ
ず
、
つ
い
に
穴
か
ら
出
さ
れ

て
処
刑
さ
れ
た
。
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ペ
ト
ロ
岐
部
の
生
涯
を
描
い
た
作
品

が
『
殉
教
者
』(

講
談
社)

の
作
者
が
、
我

が
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
の
加
賀
乙
彦
会
長
。
構

想
三
十
年
の
力
作
で
す
。

　

加
賀
会
長
が
最
初
に
エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
れ

た
の
は
、
一
九
八
九
年
の
こ
と
で
す
。
二
年

前
に
遠
藤
周
作
夫
妻
を
代
父
母
に
、
奥
様
と

ご
一
緒
に
洗
礼
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
神
学
者
の
門
脇
佳
吉
神
父
に
誘
わ
れ
て

巡
礼
の
旅
に
出
か
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ペ
ト
ロ
岐
部
の
研
究
は
進
ん
で
い
ま
す
が

イ
ン
ド
の
ゴ
ア
か
ら
シ
リ
ア
の
ア
レ
ッ
ポ
へ

の
経
路
は
不
明
で
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
行

く
ル
ー
ト
と
、
ア
ラ
ビ
ア
海
か
ら
砂
漠
の
道

を
行
く
二
つ
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加

賀
会
長
は
海
上
の
ル
ー
ト
を
採
り
ま
す
。
か

つ
て
見
た
ア
ラ
ビ
ア
海
を
思
い
浮
か
べ
た
と

き
、
国
東
半
島
で
育
っ
た
ペ
ト
ロ
岐
部
が
、

水
夫
と
な
っ
て
櫓
を
こ
ぐ
姿
が
想
像
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
と
も
あ
れ
、
ま
だ
読
ん

で
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
お
読
み
下
さ
い
。

（
写
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・
田
村
百
合
子
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